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　１１月１２日、神瀬地区の住吉神社秋季大祭が行われました。この
日は、奉納行事として、グラウンドゴルフ大会や弓道大会が開催され、
多くの人出で賑わいました。また、毎年恒例となっている、子供相撲
も神瀬小学校の児童、神瀬保育園の園児が境内に造られた土俵で力強
く相撲をとりました。子供たちは、「タイガーはるな」「だいちレオン」
「りんのはな」など、自分で四股名を考え、なかには豪快に相手を投
げたり、土俵際でスルリとかわしたりして、プロにも負けない技に、
保護者や地域住民も子供たちに声援や拍手を送りました。

四
し こ

股も踏んで　はっけよ〜い　のこった！
〜神瀬住吉神社秋季大祭〜
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情
報
格
差
を
無
く
し　

人
と
地
域
を
結
び
ま
す

〜 

村
内
全
域
に
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備 

〜

平成２２年１０月
サービス開始を目指す

　

球
磨
村
全
域
に
わ
た
り
、
各
家
庭
ま
で
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
高

速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
す
。
完
成
す
る
と
、

各
世
帯
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
ほ
か
、
学
校
や
公
民
館
な
ど

地
域
公
共
施
設
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
、
小
中
学
校
で
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
学
習
、
村
内
企
業
の
業
務
効
率
の
向
上
な
ど
、
様
々
な

通
信
に
活
用
で
き
ま
す
。

【
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
と
は
？
】

①  

光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

現
在
、球
磨
村
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
す
る
場
合
は
、
電
話
回

線
を
利
用
し
た
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
か
Ｉ

Ｓ
Ｄ
Ｎ
、
モ
バ
イ
ル
通
信
を
利
用

さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
に
お
い
て
は
Ｎ
Ｔ

Ｔ
基
地
局
か
ら
離
れ
て
い
る
ほ
ど
、

画
面
を
開
く
速
度
や
接
続
す
る
速

度
が
遅
く
な
り
、
ど
う
し
て
も
時

間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
こ
と
で
、
今
回
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
で
高
速

で
安
定
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

②  

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
再
送
信

　

平
成
二
十
三
年
七
月
に
ア
ナ
ロ

グ
放
送
が
終
了
し
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
完
全
移
行
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難

視
聴
地
域
や
「
新
た
な
難
視
聴
地

域
」
の
た
め
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
で

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
等
の
信
号
を

送
信
す
る
こ
と
で
、
村
内
全
域
の

完
全
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
現
す

る
と
と
も
に
、
既
存
の
共
聴
組
合

施
設
の
維
持
管
理
に
伴
う
費
用
や

労
力
を
解
消
さ
せ
ま
す
。

③  

携
帯
電
話
等
エ
リ
ア

整
備
事
業

　

携
帯
電
話
の
電
波
が
入
ら
な
い

不
感
エ
リ
ア
を
解
消
す
る
た
め
、

「
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
事
業
」

に
お
い
て
、
村
内
に
十
七
の
基
地

局
を
設
置
す
る
に
あ
た
り
、
村
内

全
域
に
張
り
巡
ら
せ
た
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
既
存
の
親
局
か
ら
の
伝
送

路
と
し
て
活
用
し
ま
す
。
ま
た
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
自
主
事
業
と
し

て
整
備
す
る
三
基
地
局
に
つ
い
て

も
、
同
じ
よ
う
に
村
で
整
備
す
る

光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
伝
送
路
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

（
平
成
二
十
二
年
七
月
サ
ー
ビ
ス
開

始
予
定
）

④  

将
来
的
な
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
活
用

　

光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
す
る

こ
と
に
よ
り
、
防
災
・
福
祉
・
医
療
・

教
育
な
ど
様
々
な
面
で
機
能
の
追

加
が
容
易
と
な
る
た
め
、
段
階
的

に
そ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
き
ま
す
。

【用語の解説】
ブロードバンド………�高速な通信回線の普及によって実現される次世代

のコンピュータネットワークと、その上で提供さ
れる大容量のデータを活用した新たなサービス。

光ファイバー…………離れた場所に光を伝える伝送路。
ＡＤＳＬ………………�一般の電話回線で利用している電話線を利用した

通信サービス。
ＩＳＤＮ………………�電話やＦＡＸ、データ通信を統合して扱うデジタル

通信網。ＡＤＳLよりも通信速度が格段に落ちる。

�

平成２１年度 平成２２年度
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月〜９月 １０月

補助金申請及び調査事務

工事・各種申請

説明会（加入申し込み受付等）

サービス提供開始



�

パソコンの所有状況
（９６４世帯回答）

持っている（３５０世帯・３６％） 持っていない　（６１４世帯・６４％）

パソコン未所有の理由
（複数回答あり）

●必要性を感じない（302件）●価格が高い（95件）●操作方法がわからない（146件）
●インターネット環境が整っていない（36件）　●現在購入を検討中（36件）　など�

【アンケート結果】

インターネット接続状況
（３４６世帯回答）

接続している（１２４世帯・３６％） 接続していない（２２２世帯・６４％）

未接続理由
（複数回答あり）

●必要性を感じない（59件）●利用料金が高い（48件）●利用方法がわからな〔21件）
●インターネット環境が整っていない（81件）　●現在利用を検討中（53件）　など�

接続の種類
（１１５世帯回答）

ＡＤＳＬ
（４１世帯・３６％）

ＩＳＤＮ
(３８世帯・３３％）

ダイヤルアップ
　（２３世帯・２０％）

その他
（１３世帯・１１％）

満足度
（１１９世帯回答）

満足している
(２５世帯・２１％）

満足していない
（７９世帯・７９％）

満足していない理由
（複数回答あり） ●通信速度が遅い〔67件）　　●利用料金が高い（15件）　　など

超高速インターネットが利用
できるとなれば利用したいか

（９９２世帯回答）

すぐにしたい
（140世帯・17％）

2～ 3年以内に
したい
（７７世帯・９％）

利用料金が高いので
利用できない
（１０６世帯・１３％）

必要ない
（２３６世帯・２８％）

わからない
(２７６世帯・３３％）

「球磨村情報通信環境に関するアンケート集計結果
先に、皆様にお願いいたしましたアンケートについて、ご協力ありがとうございました。
お陰さまで、今後の事業を進めていく上で、大変貴重な資料となりました。
ここでは、そのアンケートの結果を一部ですが抜粋します。

問い合わせ先
球磨村役場

総務企画課　企画広報係
　☎　 0966-32-1138
ＦＡＸ 0966-32-1230

注） 現在お持ちのアナログテレビで
地上デジタル放送を視聴する場
合は、地上デジタルチューナー
が必要となります。
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農
業
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
議　

鈴
木
康
夫
会
長
に
聞
く

く
ま
む
ら
農
業
の
振
興
を
考
え
る

シリーズ

No.9大
地
に
歴
史
が
刻
ま
れ

て
い
る

　

こ
こ
に
３
枚
の
地
図
を
載
せ

て
い
ま
す
。
国
土
地
理
院
か
ら

旧
版
地
形
図
と
し
て
入
手
し
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
明
治
三
十
七

（
一
九
〇
五
）
年
、
昭
和
二
十
一

（
一
九
四
六
）
年
、
平
成
十
二

（
二
〇
〇
〇
）
年
に
発
行
さ
れ
た

も
の
で
す
。
原
図
は
五
万
分
の

一
で
す
が
、
拡
大
し
て
縮
尺
を

二
万
五
千
分
の
一
に
し
て
い
ま
す
。

読
者
の
皆
さ
ん
は
、
村
内
の
ど
の

あ
た
り
か
お
分
か
り
に
な
り
ま
す

か
？

　

そ
う
で
す
。
毎
床
、
松
谷
、
大

久
保
、
大
無
田
の
各
集
落
付
近
で

す
。
お
お
よ
そ
百
年
の
間
に
こ
の

地
域
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
き

た
の
か
を
、
地
図
は
私
た
ち
に
語

り
か
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
お
気

づ
き
で
し
ょ
う
か
？

　

た
と
え
ば
、
明
治
と
昭
和
の
地

図
に
は
大
久
保
集
落
の
地
名
が
あ

り
ま
せ
ん
。
平
成
の
地
図
に
は
あ

り
ま
す
が
、
よ
く
見
る
と
、
明
治

に
は
大
久
保
集
落
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
昭
和
の
地
図
に
は
家
々
が
記

号
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
大

久
保
集
落
は
存
在
し
ま
す
。

　

昭
和
の
地
図
に
の
み
、
松
谷
集

落
に
鉄
道
の
記
号
が
あ
り
、「
林
用

馬
車
軌
道
」
と
い
う
文
字
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
想
像
す
る
に
、
線

路
が
敷
か
れ
て
い
て
、
貨
車
を
馬

が
引
い
て
い
た
鉄
路
の
よ
う
で
す
。

山
で
林
業
が
盛
ん
な
頃
の
那
良
川

流
域
の
風
景
が
、
私
の
目
に
も
浮

か
ん
で
き
ま
す
。

　

平
成
の
地
図
で
は
、
地
図
の
な

か
に
果
樹
園
の
記
号
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
明
治
と
昭
和
の
地
図
で

は
、
果
樹
園
記
号
は
見
ら
れ
ず
水

田
の
記
号
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

水
田
の
記
号
は
明
治
か
ら
昭
和
の

間
で
だ
い
ぶ
増
え
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
大
地
に
そ
こ
で
暮
ら

し
て
き
た
先
人
た
ち
の
歴
史
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
こ

れ
ら
以
外
に
ど
の
よ
う
な
地
域
の

変
容
を
お
気
づ
き
に
な
ら
れ
る
で

し
ょ
う
か
？

球
磨
村
の
農
村
景
観

は
文
化
遺
産

　

山
の
仕
事
つ
ま
り
は
林
業
が
盛

ん
だ
っ
た
頃
は
、
村
内
各
地
の

集
落
に
た
く
さ
ん
の
人
々
が
生
活

し
、
日
々
の
暮
ら
し
の
な
か
で
必

要
な
米
や
野
菜
を
生
産
し
て
い
ま

し
た
。
米
を
作
る
に
は
田
が
必
要

で
す
が
、
平
地
が
乏
し
い
山
村
で

は
山
の
斜
面
を
切
り
開
き
、
棚
田

を
造
っ
た
の
で
す
。
い
く
つ
も
の

段
差
の
あ
る
棚
田
を
造
る
の
に
、

重
い
石
を
運
ん
で
き
て
石
垣
を
築

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
米
作
り
に

は
水
も
必
要
で
す
。
田
に
入
れ
る

水
を
引
く
の
に
遠
く
の
水
源
か

ら
、
延
々
と
水
路
を
切
り
開
き
も

し
ま
し
た
。
そ
ん
な
苦
労
が
あ
っ

て
、
村
内
に
多
く
の
棚
田
が
存
在

し
て
い
ま
す
。
球
磨
村
の
農
村
景

観
は
、
こ
の
よ
う
な
先
人
た
ち
が

築
い
て
き
た
文
化
遺
産
と
し
て
貴

重
な
価
値
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

貴
重
な
価
値
あ
る
棚
田
が
、
昨

明治３７（１９０５）年
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今
は
ス
ギ
が
植
林
さ
れ
た
り
、

耕
作
放
棄
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
会
議
で
は
耕
作
放

棄
地
対
策
が
検
討
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
耕
作
放
棄
の
原
因
は

大
き
く
二
つ
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
一
つ
目
は
米
余
り
現
象

と
生
産
調
整
政
策
で
す
。
こ
れ

に
よ
っ
て
米
作
り
の
価
値
そ
の

も
の
が
薄
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
と
し
て
耕
作
放
棄
や
植

林
が
多
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
二
つ
目
は
高
齢
農
業
者
の

方
が
体
力
的
な
限
界
か
ら
米
づ

く
り
を
や
め
る
と
き
に
、
棚
田

耕
作
の
担
い
手
が
み
つ
か
ら
な

い
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
人
口
が
減
り
、
自
給
的

米
生
産
の
場
だ
っ
た
棚
田
が
同

様
に
耕
作
放
棄
さ
れ
た
り
、
植

林
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
に
生
き
る
私
た
ち
は
、

先
に
も
記
し
ま
し
た
が
、
先
人

た
ち
が
築
い
て
き
た
文
化
遺
産

と
し
て
貴
重
な
価
値
あ
る
棚
田

を
、
ど
う
守
っ
て
い
く
か
考
え

る
責
任
と
義
務
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
先
日
、
棚

田
保
存
会
の
役
員
の
方
々
と
お

話
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

次
回
の
先
進
地
視
察
に
は
私
も

同
行
し
、
と
も
に
考
え
た
い
と

約
束
し
ま
し
た
。

昭和２１（１９４６）年

平成１２（２０００）年
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秋の叙勲表彰

　高澤さんに旭日双光章
　馬場さんに瑞宝双光章

　秋の叙勲受章者が発表され、本村では、
高澤欣一さん（７３歳　神二区）と馬場光
俊さん（８７歳　木屋角）が受章されました。
　高澤さんは、村議会議員として地方自治
での功績があったとして旭日双光章、また
馬場さんは、教育分野で功績があったとし
て瑞宝双光章を授与されました。

地
方
自
治
の
功
績

高
澤　

欣
一
さ
ん

　

高
澤
さ
ん
が
受
章
さ
れ
た
旭
日

双
光
章
は
、
国
家
ま
た
は
公
共
に
対

し
、
功
労
が
あ
る
人
の
内
、
功
績
の

内
容
に
着
目
し
、
顕
著
な
功
績
を
挙

特
殊
学
級
教
育
に
貢
献

馬
場　

光
俊
さ
ん

　

馬
場
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
た
瑞
宝
双

光
章
は
、
主
に
長
年
公
務
員
を
務
め

た
人
や
、
公
共
事
業
に
於
い
て
功
労

げ
た
人
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

高
澤
さ
ん
は
、
村
議
会
議
員
で
議

長
も
務
め
ら
れ
た
父
、
福
蔵
さ
ん
の

後
を
受
け
継
ぐ
形
で
、
昭
和
四
十
五

年
五
月
の
村
議
会
議
員
選
挙
に
立

候
補
し
て
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
以
来
、
平
成
十
四
年
四
月
ま
で

の
八
期
三
十
二
年
間
在
職
さ
れ
、
昭

和
六
十
一
年
五
月
六
日
か
ら
は
、
第

十
一
代
村
議
会
議
長
し
て
本
村
の
振

興
に
多
大
な
尽
力
を
注
が
れ
ま
し

た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
章
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
「
初
当
選
し
た
時
は
、
球
磨
中
学

校
の
統
合
問
題
の
最
中
で
、
当
時
は

神
瀬
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
も
様
々

な
問
題
に
と
り
か
か
り
、
議
員
と
し

て
ま
た
、
地
域
代
表
と
し
て
そ
の
職

責
の
重
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
」
と
当

時
の
思
い
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
在
任
期
間
の
思
い
出
と

し
て
「
郡
内
町
村
議
会
議
員
親
善

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
し
た
こ

と
。
阿
蘇
や
水
上
村
な
ど
で
大
会
出

場
の
た
め
に
合
宿
を
し
た
こ
と
な
ど

が
楽
し
か
っ
た
」
と
当
時
を
思
い
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
澤
さ
ん
は
、
昭
和
四
十

二
年
に
設
立
し
た
本
村
商
工
会
の
発

起
人
と
し
て
設
立
に
携
わ
り
、
平
成

元
年
か
ら
今
年
五
月
ま
で
、
議
員
と

並
行
し
て
、
本
村
商
工
会
の
第
四
代

会
長
と
し
て
七
期
二
十
一
年
間
務
め

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、
商
工
会
事

業
に
積
極
的
に
関
与
さ
れ
、
健
全
な

事
業
運
営
に
寄
与
さ
れ
る
と
と
も
に

地
域
商
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
中
で
も
、
平
成
三
年
に
本

村
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
話

さ
れ
る
「
日
本
一
の
大
鮎
釣
り
選
手

権
大
会
」
な
ど
の
村
お
こ
し
事
業
に

も
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
の
受
章
は
、
地
域
の
皆
様
、

先
輩
議
員
、
同
僚
議
員
の
お
か
げ

で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

現
在
は
地
元
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長

を
仰
せ
つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
い

さ
さ
か
な
り
と
も
皆
様
の
ご
厚
情

に
報
い
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

の
あ
っ
た
人
、
即
ち
長
期
に
わ
た
っ

て
公
務
等
に
従
事
し
功
績
が
あ
っ
た

人
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

馬
場
さ
ん
は
、
昭
和
十
七
年
中
国

青
島
市
滄
口
日
本
国
民
学
校
の
訓
導

に
任
じ
ら
れ
て
か
ら
昭
和
五
十
七
年

三
月
ま
で
の
四
十
年
間
、
教
職
の
功

績
が
認
め
ら
れ
、
ま
た
在
職
中
の
特

殊
学
級
教
育
の
振
興
に
情
熱
を
注
が

れ
、
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
今
回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
一
年
二
月
、
本
村
の
高

沢
国
民
学
校
に
赴
任
し
、　

そ
の
後

は
、
渡
東
小
学
校
、
大
瀬
小
学
校

と
村
内
の
学
校
に
着
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
二
十
九
年
四
月
に
異
動

し
た
人
吉
西
小
学
校
で
は
、
昭
和

三
十
五
年
に
郡
市
初
の
特
殊
学
級

が
設
置
さ
れ
、
担
任
と
な
る
と
三
年

間
、
障
害
児
の
教
育
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
馬
場
さ
ん
は
当
時
を
振
り

返
り
「
当
時
は
、
障
害
児
に
対
し
て

偏
見
が
あ
り
、
理
解
を
得
る
の
に
苦

労
し
ま
し
た
。
ま
た
、
接
し
て
い
る

う
ち
に
子
ど
も
達
が
き
れ
い
な
心
を

持
っ
て
い
る
の
に
気
づ
き
、
や
ら
な

け
れ
ば
と
い
う
思
い
が
熱
く
な
り
ま

し
た
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
三
十
八
年
に
人
吉
第
一
中
学

校
に
特
殊
学
級
が
新
設
さ
れ
る
と
、

馬
場
さ
ん
は
転
勤
し
、
担
任
と
な
っ

て
七
年
間
、
障
が
い
児
教
育
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
に
は
、

菊
池
養
護
学
校
中
等
部
主
事
、
昭
和

四
十
七
年
に
は
同
校
教
頭
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
校
校
歌
は
、

特
殊
教
育
へ
の
熱
い
思
い
を
込
め
ら

れ
た
馬
場
さ
ん
に
よ
る
作
詞
で
す
。

昭
和
五
十
一
年
四
月
に
人
吉
第
四
中

学
校
の
校
長
を
命
じ
ら
れ
、
帰
郷
さ

れ
る
と
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
、

本
村
の
一
勝
地
第
一
小
学
校
長
を
最

後
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

退
職
後
は
、
本
村
教
育
委
員
・
教

育
委
員
長
、
本
村
社
会
教
育
委
員
・

社
会
教
育
委
員
長
、
本
村
文
化
協
会

会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

馬
場
さ
ん
は
、「
特
殊
学
級
の
生

徒
達
に
ど
う
に
か
明
る
い
光
を
と
思

い
一
生
懸
命
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
が
今
回
、
こ
の
受
章
と
い
う
事

で
、
当
時
の
生
徒
達
が
私
に
叙
勲
と

い
う
素
晴
ら
し
い
光
を
与
え
て
く
れ

ま
し
た
」
と
喜
び
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
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福
岡
市
周
辺

に
住
む
球
磨
村

出
身
者
及
び
関

係
者
を
会
員
と

す
る
九
州
カ
ワ

セ
ミ
会
の
第

三
回
総
会
が
、

十
一
月
七
日
、

福
岡
県
宗
像
市

の
「
グ
ロ
ー
バ

ル
ア
リ
ー
ナ
」

で
開
催
さ
れ
、

同
村
か
ら
は
桺

詰
恒
雄
村
長
ら

二
人
、
福
岡
市

周
辺
か
ら
会
員
九
人
の
十
一
名
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
桺
詰
村
長
が
球
磨
村
の
近

況
を
写
真
で
紹
介
し
な
が
ら
「
皆

様
の
ふ
る
さ
と
球
磨
村
で
は
、
過

疎
化
・
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
社

会
経
済
的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
都
市

部
に
在
住
の
球
磨
村
出
身
者
の
方

と
連
携
し
、
球
磨
村
の
振
興
・
発

展
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か

ら
も
、
皆
様
の
ご
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。」
と
祝
辞
を
述
べ
、
議
事

に
移
り
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
事
業

及
び
会
計
報
告
や
任

期
満
了
に
よ
る
役
員

改
選
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
、
西
制
紀
会

長
の
再
任
等
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
後
も
会
員
が
増
加

す
る
よ
う
に
輪
を
広

げ
て
い
く
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
、
終
了
後
懇
親
会

に
移
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
出
話

で
時
間
が
過
ぎ
る
の

を
忘
れ
て
語
り
合
い

ま
し
た
。
会
の
途
中

で
、ふ
る
さ
と
の
特
産
品（
棚
田
米
・

焼
酎
等
）
が
当
た
る
抽
選
会
が
行

わ
れ
、
抽
選
の
た
び
に
歓
声
が
上

が
り
ま
し
た
。
来
年
ま
た
お
互
い

元
気
で
会
お
う
と
再
会
を
約
束
し
、

さ
ら
に
近
く
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
遅
く

ま
で
懐
か
し
い
故
郷
の
話
が
続
き

ま
し
た
。

　

村
で
は
、
今
年
六
年
目
と
な
る

「
東
京
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
四
年
目
の

「
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
三
年
目
の

「
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
」
に
続
き
、
本

年
九
月
に
は
「
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
」

を
設
立
し
、
都
市
部
へ
の
ふ
る
さ

と
の
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い
ま

す
。ま
た
、平
成
二
十
年
六
月
の「
東

京
カ
ワ
セ
ミ
会
里
帰
り
ツ
ア
ー
」

に
続
き
、
本
年
十
月
に
は
「
関
西

カ
ワ
セ
ミ
会
里
帰
り
ツ
ア
ー
」
も

実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
各
カ

ワ
セ
ミ
会
と
連
携
し
て
様
々
な
企

画
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

会
員
拡
大
の
た
め
、
各
地
域
に

ご
親
族
や
友
人
の
方
な
ど
お
ら
れ

ま
し
た
ら
総
務
企
画
課
ま
で
お
知

ら
せ
下
さ
い
。
お
知
ら
せ
い
た
だ

い
た
情
報
は
厳
重
に
管
理
し
、
目

的
以
外
に
使
用
し
な
い
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

【
連
絡
先
】

　

総
務
企
画
課
企
画
広
報
係　

　

☎
０
９
６
６
‐
３
２
‐
１
１
３
８

第 3回
「九州カワセミ会」総会

球磨村の近況を説明する桺詰村長

　

神
社
近
く
の
高
音
弓
道

場
に
お
い
て
、
紅
葉
真
っ

盛
り
の
秋
晴
れ
の
な
か
、

第
二
十
回
球
磨
村
弓
道
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

郡
市
は
も
と
よ
り
、
八
代

市
、
遠
く
は
宮
崎
市
佐
土

原
町
か
ら
の
参
加
が
あ

り
、
三
十
七
名
の
弓
道
選

手
が
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
的
に
向

か
っ
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

桺
詰
恒
雄
村
長
の
歓
迎
の
挨
拶

後
、
行
射
を
行
う
た
め
の
儀
式
で

あ
る
矢
渡
し
を
本
村
の
宮
本
宣
彦

錬
士
六
段
が
行
い
、
続
い
て
選
手

が
十
六
本
の
矢
を
引
く
個
人
競
射

及
び
各
的
競
射
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

個
人
競
射
で
は
、
一
進
一
退
の

熱
戦
が
続
き
、
十
二
本
を
的
中
し

た
清
永
繁
樹
選
手
（
八
代
市
）
が

優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝　

清
永
繁
樹
（
八
代
市
）

二
位　

板
橋
増
人
（
人
吉
市
）

三
位　

田
口　

徳
（
佐
土
原
町
）

四
位　

相
良
住
太
（
あ
さ
ぎ
り
町
）

五
位　

遅
山
寛
道
（
多
良
木
町
）

　

十
一
月
十
二
日
、
神
瀬
住
吉
神
社

の
秋
季
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
神

事
に
は
、
氏
子
な
ど
約
五
十
人
が
参

拝
に
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
球
磨
神

楽
や
神
瀬
保
育
園
児
に
よ
る
御
輿
、

神
瀬
小
学
校
児
童
に
よ
る
子
ど
も
相

撲
、
弓
道
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
な
ど
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
住
吉
神
社
周
辺
に
は
、「
住
吉

祭
に
寄
ら
ん
会
」
の
会
員
に
よ
る
出

店
が
あ
り
、
だ
ご
汁
や
焼
き
鳥
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ビ
ー
ル
な
ど
が
並
び
ま
し
た
。

神
瀬
住
吉
神
社
秋
季
大
祭

球磨村弓道大会

わっしょい・わっしょい

集中して的をねらいます
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十
月
二
十
五
日
、
球
磨
村
公
民

館
立
野
分
館
運
動
場
に
お
い
て
、

や
ま
び
こ
運
動
会
が
行
わ
れ
、
賑

や
か
な
笑
い
声
が
山
々
に
響
き
ま

し
た
。

　

こ
の
運
動
会
は
、
平
成
十
六
年

三
月
に
立
野
分
校
が
閉
校
し
た
後
、

分
校
を
誰
で
も
集
え
る
交
流
施
設

に
と
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

毎
年
運
動
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
昨
年
四
月
に
行
政

区
再
編
し
、
第
四
区
と
な
っ
た
水

篠
、
糸
原
、
立
野
、
境
目
、
大
槻

地
区
の
合
同
運
動
会
と
し
ま
し
た
。

  かがやかそう
　　　　  みんなの笑顔色

第６回　やまびこ運動会    

　

十
月
二
十
五
日
、
運
動
公
園
総

合
グ
ラ
ウ
ン
ド
多
目
的
広
場
で
、

第
三
分
会
球
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、

三
分
会
区
域
の
住
民
約
八
十
人
が

参
加
し
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
村
主
催
の
村
民
体
育

祭
が
開
催
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

各
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
三
分
会
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
競
技
に
各
地
区
か
ら
参
加
し
、

地
区
対
抗
の
団
体
戦
と
個
人
戦
で

競
技
し
ま
し
た
。
団
体
戦
は
、チ
ー

ム
の
上
位
四
人
の
合
計
ス
コ
ア
で

競
い
、
個
人
戦
は
、
八
ホ
ー
ル
の

コ
ー
ス
を
二
回
回
り
、
最
小
打
数

の
者
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　

競
技
中
は
、
小
雨
が
ぱ
ら
つ
く

な
か
で
行
わ
れ
、
初
め
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
す
る
人
も
大
勢
お

り
、
プ
レ
ー
中
は
終
始
、
笑
い
声

  

笑
い
声
が
絶
え
ず

　
　
　
　

 

楽
し
く
プ
レ
ー

体
育
協
会
第
三
分
会
球
技
大
会

　

十
月
二
十
五
日
、
石
の
交
流
館
「
や
ま
な
み
」

で
三
地
区
戦
没
者
遺
族
会
合
同
の
慰
霊
祭
が
、
各

地
区
の
遺
族
会
、
民
生
委
員
な
ど
約
百
三
十
人
が

参
列
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

浦
野
千
尋
実
行
委
員
長
が
「
世
界
各
地
で
は
、

テ
ロ
な
ど
で
多
く
の
犠
牲
者
が
出
る
極
め
て
悲
惨

な
状
況
が
続
い
て
い
る
。
世
界
の
恒
久
平
和
と
御

霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
」
と
祭
文
を
読
み

ま
し
た
。
次
い
で
桺
詰
恒
雄
村
長
、
愛
甲
泰
治
村

議
会
議
長
、
松
永
重
宣
熊
本
県
遺
族
会
連
合
会
球

磨
支
部
長
が
慰
霊
の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
、
導
師
の
読
経
の
な
か
、
参
列
し
た

遺
族
は
、焼
香
し
戦
没
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し
た
。

  戦没者の冥福
　　　  をお祈りします

球磨村三地区合同慰霊祭

冥福を祈り、手を合わせる参列者

こりゃ～　足腰の鍛わるっばい

が
絶
え
ず
、
ま
た
に
こ
や
か
に
プ

レ
ー
し
ま
し
た
。

　

大
会
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。　
　
　
　

　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　

【
団
体
戦
】　
（
打
数
）

　

優　

勝　

馬
場
Ａ
（
一
七
五
）

　

二　

位　

板
崎
Ａ
（
一
八
四
）

　

三　

位　

浦
野
Ａ
（
一
九
四
）

【
個
人
戦
の
部
】

　

優　

勝　

馬
場　

洋
子
（
四
〇
）

　

二　

位　

板
崎　

栄

（
四
一
）

　

三　

位　

板
崎
り
つ
子
（
四
二
）

　

四　

位　

浦
野　

千
尋
（
四
三
）

　

五　

位　

馬
場　

敬
司
（
四
四
）

ま
た
、
そ
の
他
の
地
区
か
ら
も
参

加
者
が
あ
り
、
大
勢
の
人
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
大
山
敏
幸
実
行
委
員

長
が
挨
拶
を
し
、
中
根
耕
造
教
育

長
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

開
会
式
後
、
早
速
競
技
に
入
り
、

風
船
割
り
や
立
野
地
区
を
一
周
す

る
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
に
老
若
男
女
問

わ
ず
参
加
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

昼
前
に
は
雨
が
本
降
り
に
な
り
、

予
定
さ
れ
て
い
た
綱
引
き
な
ど
３

種
目
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
終
了
後
に
は
、
集
会
施

設
で
慰
労
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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入学前にしっかりと検診

　

十
月
二
十
一
日
、
渡
小
学
校
で

来
年
小
学
一
年
生
に
な
る
園
児
と

保
護
者
を
対
象
に
就
学
時
健
康
診

断
保
護
者
説
明
会
と
保
護
者
研
修

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

村
内
で
来
年
一
年
生
に
な
る
園

児
は
、
三
十
名
で
全
員
が
受
付
を

済
ま
せ
、園
児
は
、各
班
に
分
か
れ
、

内
科
健
診
や
歯
科
検
診
な
ど
の
就

学
を
前
に
健
康
診
断
を
行
い
ま
し

た
。

　

保
護
者
は
、
体
育
館
で
保
護
者

説
明
会
に
参
加
し
、
四
小
学
校
を

代
表
し
て
、
生
田
一
勝
地
第
一
小

学
校
長
の
話
や
渡
小
学
校
一
年
担

任
の
澤
村
教
諭
の
入
学
に
備
え
て

の
注
意
点
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
研
修
会
に
入
り
、
球
磨

中
学
校
の
澤
江
匡
代
栄
養
士
か
ら

「
一
日
の
ス
タ
ー
ト
は
朝
ご
は
ん
か

ら
」
と
題
し
て
講
話
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
澤
江
栄
養
士
は
「
朝
食
を

食
べ
る
習
慣
を
つ
け
な
い
と
集
中

力
や
一
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
欠
け

て
し
ま
う
。
大
人
に
な
っ
て
か
ら

の
改
善
は
難
し
い
」
と
説
明
し
ま

早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん

就
学
時
健
康
診
断
保
護
者
説
明
会

　

十
一
月
四
日
、
渡
小
学
校
と
渡
保
育
園
の
わ

く
わ
く
タ
イ
ム
（
保
小
連
繋
事
業
）
が
、
渡
小

学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
十
六
年
度
よ
り
毎
年
行

わ
れ
て
お
り
、
渡
保
育
園
の
年
長
児
と
渡
小
学

校
の
児
童
が
合
同
学
習
、
交
流
活
動
を
行
い
ま

小学校への入学を前に
小学校と保育園との交流

　

十
一
月
二
日
、
こ
が
ね
保
育
園

（
中
井
久
美
園
長
）
で
園
舎
改
築
工

事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
約
二
十

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
が
ね
保
育
園
は
、
昭
和
十
八

年
に
児
童
の
安
全
確
保
と
健
全
育

成
を
願
い
開
園
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
園
舎
は
、
昭
和
五
十
五

年
に
改
築
さ
れ
、
築
三
十
年
が
経

過
し
、
園
舎
の
老
朽
化
が
進
み
、

早
急
な
改
築
整
備
が
必
要
と
な
っ

た
た
め
、
建
て
替
え
工
事
が
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

起
工
式
で
は
、
こ
が
ね
保
育
園

理
事
長
で
曹
洞
宗
意
足
院
住
職
の

中
井
就
公
氏
が
、
般
若
心
経
を
読

み
上
げ
る
中
、
出
席
者
は
工
事
の

安
全
を
祈
り
焼
香
し
ま
し
た
。

　

こ
が
ね
園
舎
改
築
工
事
は
、
設

計
業
者
が
、
有
限
会
社
本
田
建
築

設
計
事
務
所
（
人
吉
市
）、
施
工
業

者
が
光
進
建
設
株
式
会
社
（
人
吉

市
）
が
請
け
負
い
ま
す
。

　

中
井
理
事
長
は
、「
永
い

間
お
世
話
に
な
っ
た
園
舎

の
供
養
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
園
舎
解
体
を
行
い
ま

し
た
。改
築
工
事
に
あ
た
っ

て
は
、
村
当
局
に
大
変
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
地
区
の
方
々
に
は
何

か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

こ
の
工
事
の
間
、園
児
は
、

同
所
の
仮
園
舎
で
過
ご
し
、

来
年
三
月
の
新
園
舎
完
成

ま
で
を
過
ご
し
ま
す
。

新
園
舎
改
築
工
事
の
安
全
を
祈
願

〜
こ
が
ね
保
育
園
改
築
工
事
〜

工事の安全を祈願します

し
た
。

　

教
育
委
員
会
の
担
当
か
ら
は
、

検
診
結
果
を
う
け
、
入
学
ま
で
に

治
療
を
済
ま
せ
る
よ
う
に
注
意
が

あ
り
ま
し
た
。

す
。

　

こ
の
日
は
、
小
川
地
区
の
宮
原
行
宣
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
紙
す
き
を
体
験
し
ま
し
た
。
初

め
の
会
で
は
、
四
年
生
が
紙
に
つ
い
て
の
ク
イ

ズ
を
出
題
。
そ
の
後
、
四
班
に
分
か
れ
紙
す
き

を
体
験
し
ま
し
た
。
体
験
し
た
園
児
は
「
ヌ
ル

ヌ
ル
し
て
気
持
ち
悪
か
っ
た
」「
初
め
て
だ
っ

た
け
ど
き
れ
い
に
で
き
た
」
な
ど
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
紙
す
き
し
た
紙
は
、
宮
原
さ

ん
が
管
理
し
、
乾
燥
さ
せ
、
園
児
に
届
け
、

保
育
園
で
は
、
来
年
二
月
開
催
予
定
の
開

園
記
念
日
に
、祖
父
母
に
む
け
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
園
児
が
書
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

上手にできたね
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平成２０年度決算に基づく

球磨村の財政健全化比率及び
資金不足比率を公表します

　平成 19年 6月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が
公布され、地方公共団体は毎年度の決算時に健全化判断比率及び資金
不足比率を算定し、監査委員の審査に付したうえで、議会に報告する
とともに、住民に対し公表することが義務付けられました。
　そこで、本村の平成 20年度決算に基づく健全化判断比率及び資金
不足比率を公表します。

　（１）健全化判断比率
　　　①実質赤字比率 …………… 一般会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率
　　　②連結実質赤字比率 ………   一般会計及び特別会計（国保・介護・老人・後期高齢・簡易水道）の会計を

合算した実質赤字の標準財政規模に対する比率
　　　③実質公債費比率 …………  一般会計が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率
　　　④将来負担比率 …………… 一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率
　（２）資金不足比率 …………… 公営企業会計ごとの資金の不足額の事業規模に対する割合

　算定の結果、実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、対象となる会計が黒字のため「−（ない）」となります。
実質公債費比率については、２０年度に返済する公債費（借金）の支払額が減少したため前年度の比率より減少（△０．６）
し、早期健全化基準を下回っています。将来負担比率についても、公債費（借金）の残高が減少傾向にあるため前年度の
比率より減少（△１２．９）し、早期健全化基準も下回っています。
　また、資金不足比率についても、対象となる簡易水道特別会計が黒字のため「−（ない）」となり、経営健全化基準に
該当する会計はありませんでした。
　いずれの指標でも、球磨村の財政が健全に運営されている事を表す結果となりました。

□健全化判断比率　　　　原稿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
指　標　名 平成 20 年度 早期健全化基準 財政再生基準 （参考）平成 19 年度

実 質 赤 字 比 率 − １５．００ ２０．００ −
連結実質赤字比率 − ２０．００ ４０．００ −
実 質 公 債 費 比 率 ９．６ ２５．０ ３５．０ １０．２
将 来 負 担 比 率 ５１．３ ３５０．０ ６４．２

□資金不足比率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
特別会計の名称 平成 20 年度 経営健全化基準 （参考）平成 19 年度

簡易水道特別会計 − ２０．０ −

（問い合わせ先）球磨村役場　総務企画課　財政係　☎０９６６−３２−１１３８

※標準財政規模とは、地方自治体の一般財源（使い道を限定されないお金）の標準的な大きさを示す指標です。

平成２２年　球 磨 村 成 人 式 の ご 案 内
期　日 ： 平成２２年１月４日（月）　　　時　間 ： 受　付　午前９時３０分　　　開　式　午前１０時００分
会　場 ： 石の交流館「やまなみ」　（一勝地温泉「かわせみ」隣）
対象者 ： ◎平成元年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた人で村内居住者
　　　　  ◎申し込みがある本村出身者　　◎村外出身者で、球磨村立小・中学校卒業者

（問い合わせ先）球磨村公民館（教育委員会内）　☎０９６６−３２−１１１７

算
定
し
た
財
政

指
標
の
内
容

平成 22 年　新成人者感想文募集 新成人者を激励する作文募集

応 募 資 格 上記の対象者の方 新成人者の家族の方々
球磨村在住の方々及び球磨村出身の方々

題 　 材

１） 新成人となっての「感想」や「決意」、「主張」
等、新成人者に関すること

２） 「こんな球磨村にしたい」等、村づくりや村
おこしに関する夢や希望

１） 新成人を迎える家族としての感想で２０年間の成長の軌
跡で心に刻まれている思い出や苦労話、また今後期待す
ること

２） 一般村民の方で、新成人者誕生に想うこと、また望むこと

字 数 制 限 １）４００字詰原稿用紙　４枚以内（横書可）
２） ワープロ等による場合は、印字サイズは１３ポイントとし、横書 1,600 字以内

締 め 切 り 平成２１年１２月１５日（火）　　（当日受付印有効）
提 出 先 球磨村公民館（教育委員会内）　〒 869-6401 球磨村大字渡丙 1730 番地

表　　 彰
最優秀賞　　１点（賞金２万円）
優 秀 賞　　２点（賞金１万円）
※応募者全員に記念品を贈る。

応募者には、成人式当日会場にて表彰状と記念品を贈り表
彰する

そ の 他 ※ 作品は「広報くまむら」に掲載することがある
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健康衛生課より　☎ 0966-32-1139

新型インフルエンザワクチンの
優先接種が始まりました。
　〜知っていただきたいこと、ご理解いただきたいこと〜

　新型インフルエンザワクチンは、重症化等の防止にとって有効な手段のひとつです。ただし、万
能の解決策ではありません。また、その生産量は世界的に見ても限られています。そのワクチン
の活用について、是非知っていただきたいこと、ご理解いただきたいことをまとめました。

今回の新型インフルエンザの特徴
　感染力は強いのですが、多くの患者さんは軽症のまま回復していますし、治療薬（タミフル・リ
レンザ）が有効です。ただし、基礎疾患（糖尿病、ぜん息など）のある方や妊婦さんなどでは重
症化する可能性があり、注意が必要です。

新型インフルエンザワクチン接種の意義
　今回の新型インフルエンザワクチンは、はじめて作るものですが、これまでのデータから、重
症化や死亡の防止には一定の効果が期待されます。ただし、感染を防ぐ効果は証明されていませ
んから、接種したからといって、かからないわけではありません。

新型インフルエンザワクチンの有効性・安全性
　国内産のワクチンについては、安全性は長年接種されてきた季節性インフルエンザワクチンと
同程度と考えられ、有効性もある程度期待されます。輸入されるワクチンに関しては、海外で承
認されていることを前提として、様々なデータをもとに、有効性・安全性を確認してから実際の
接種をはじめます。

新型インフルエンザワクチンの予防接種は任意の接種です。

　ワクチン接種にあたっては効果と危険性を考慮してください
　ワクチン接種は多くの方々に重症化予防という効果をもたらしますが、接種後、はれたり、熱
が出るなどの症状が出るケースもあり、まれではありますが、重篤な症状を引き起こす可能性も
あります。この点をご理解いただいたうえで、個人の判断により接種を受けていただくようお願
いします。そのための情報は行政がすみやかに提供してまいります。

詳しくは、回覧文書「新型インフルエンザ優先接種について」をご覧ください。

➡
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球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www7.ocn.ne.jp/~watarih/
Email　watari@mocha.ocn.ne.jp

＊ブログもやってま～す。携帯からもみられますよ！

　�≪12月「陽だまり」行事予定≫
　１日(火)陽だまりサロン
　５日(土)りんごの木サークル
　８日(火)５才児健診
１５日(火)陽だまりサロン
１７日(木)１才７～10ヶ月健診
２４日(木)３才6ヶ月児健診
　　　　　陽だまりサロン
　　　　　ママ誕生会

《
住
吉
神
社
祭
》神

瀬
保
育
園

　

十
一
月
十
二
日
は
、
神
瀬
地
区
の
住
吉

神
社
祭
で
例
年
奉
納
相
撲
、
弓
道
他
催
し

物
も
あ
る
地
区
の
行
事
の
一
つ
で
す
。
保
育

園
も
子
供
相
撲
と
お
神
輿
で
参
加
し
て
い

ま
す
。

　

保
育
園
は
お
寺
系
の
経
営
で
し
た
か
ら

神
社
に
は
関
わ
り
が
な
く
て
最
初
の
お
神

輿
は
昭
和
四
十
八
年
位
で
季
節
の
製
作
と

し
て
、
段
ボ
ー
ル
の
箱
に
杉
の
枝
で
形
を

整
え
年
長
児
だ
け
で
担
い
で
行
き
ま
し
た
。

三
十
六
年
前
で
す
。
当
時
上
の
方
で
神
事

の
御
神
楽
と
大
人
の
相
撲
で
下
の
方
で
は

出
店
な
ど
が
あ
り
か
な
り
賑
わ
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
小
学
生
も
保
育
園
も
お
休
み

と
な
り
「
お
小
遣
い
」
片
手
に
お
目
当
て

の
物
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
保
護
者

と
一
緒
に
園
児
分
の
綿
菓
子
を
紐
に
長
く

ぶ
ら
下
げ
て
買
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
近
は
前
夜
祭
に
人
気
の
ダ
ン
ス
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
当
日
は
前
述
の
他
福
引
な

ど
で
集
客
は
あ
り
ま
す
が
子
供
や
年
配
者

で
年
齢
層
が
変
わ
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
園

児
も
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
可
愛
い
法
被

と
手
作
り
お
神
輿
で
沿
道
の
声
援
を
受
け

「
ワ
ッ
シ
ョ
イ　

ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
掛
け
声

も
元
気
良
く
保
育
園
か
ら
神
社
ま
で
全
園

児
で
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
生

の
子
供
相
撲
、
保
育
園
の
相
撲
、
餅
投
げ

も
楽
し
み
で
見
所
が
あ
り
ま
す
。

　 　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
始
め
て
か
ら
七
年
目
を
迎
え
、
訪

問
者
が
一
万
七
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
渡
保
育
園
の
最

新
情
報
を
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
そ
の
都
度
更
新
し
て
い
ま

す
。
球
磨
村
二
十
二
年
度
の
保
育
所
入
所
申
し
込
み
が

十
二
月
よ
り
は
じ
ま
り
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
ご
参
考
に
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

今
、
子
ど
も
た
ち
は
、
登
園
後
す
ぐ
に
園
庭
の
遊
具

を
使
っ
た
サ
ー
キ
ッ
ト
コ
ー
ス
を
年
齢
別
に
設
定
し

て
、
毎
日
体
力
作
り
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
十
一
月

二
十
八
日(

土)

に
は
、
持
久
走
大
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
普
段
の
体
力
作
り
の
基
本
で
あ
る
“
走
り
”

の
成
果
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
お
思
い
ま
す
。
運
動

公
園
で
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
応
援
に

お
い
で
下
さ
い
。
応
援
に
お
い
で
い
た
だ
い
た
方
た
ち

へ
も
あ
た
た
か
い
豚
汁
を
用
意
い
た
し
ま
す
。
豚
汁
に

入
っ
て
い
る
野
菜
は
、
わ
ん
ぱ
く
の
う
え
ん
で
子
ど
も

た
ち
が
作
り
ま
し
た
。
野
菜
の
作
り
方
は
園
児
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
無
農
薬
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
豚
汁
を
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

〜
渡
保
育
園
発
表
会
の
お
し
ら
せ
〜

●
日
時
：
十
二
月
十
二
日
（
土
）

　

九
時
開
演
〜
十
二
時
終
了
（
八
時
三
十
分
開
場
）

●
場
所
：
人
吉
カ
ル
チ
ャ
ー
パ
レ
ス　

小
ホ
ー
ル

　

年
長
児
合
奏
曲
は
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』、
ハ
ン
ド

ベ
ル
奏
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
よ
う
こ
そ
！
》

渡
保
育
園

≪陽だまりサロン≫

《
園
舎
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
！
さ
よ
う
な
ら
！

》

こ
が
ね
保
育
園

　

十
月
十
四
日
こ
れ
ま
で
の
思
い
出
が

い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
旧
園
舎
に
お
別
れ
の

日
が
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　

朝
九
時
か
ら
中
井
住
職
の
解
体
安
全

祈
願
と
報
恩
感
謝
を
込
め
、
園
児
・
工

事
業
者
の
方
達
と
お
参
り
を
し
ま
し
た
。

お
参
り
の
後
は
、
皆
で
旧
園
舎
を
バ
ッ

ク
に
、
最
後
の
記
念
撮
影
、
お
話
し
会

そ
し
て
三
歳
以
上
児
さ
ん
の
み
旧
園
舎

で
最
後
の
食
事
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
「
何
か
さ
び
し
か
ね
。

涙
の
出
て
く
る
」「
壊
す
と
も
っ
た
い
な

か
ね
」「
今
度
は
、
ど
ん
な
保
育
園
の
で

く
っ
と
か
な
？
」「
新
し
い
保
育
園
は
明

日
で
く
っ
と
か
な
？
」と
淋
し
い
思
い
と
、

新
し
い
園
舎
へ
の
期
待
と
様
々
な
思
い

が
あ
る
よ
う
で
し
た
。

　

食
後
は
、
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を

こ
め
て
、
み
ん
な
で
大
掃
除
を
し
て
、

お
別
れ
し
ま
し
た
。

　

い
ろ
ん
な
物
に
も
命
が
あ
る
こ
と
、
大

事
に
使
う
の
大
切
さ
等
を
子
ど
も
達
な

り
に
理
解
し
て
く
れ
た
一
コ
マ
で
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
温
か
く
、
安
全
に
過
ご
さ

せ
て
く
れ
た
旧
園
舎
さ
ん
お
疲
れ
様
で

し
た
。
そ
し
て
あ
り
が
と
う
、
さ
よ
う

な
ら
。

「子育て支援センター　陽だまり」は、月～金の 9:00 ～ 16:00、土曜日は８:00 ～ 13:00 まで開放しています。
（祭日はお休みです）陽だまりサロンも月に３～４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどう
ぞお気軽においでください。お待ちしています。

≪子育てひろば≫

≪りんごの木サークルおすすめ絵本≫
　「いきてる」　　自由国民社
　作：中山千夏　絵：ささめやゆき
　いきるってどんなこと、息をしてる
こと、笑うこと、泣く
こと･･･人も動物も花も
木もみんないきてる･･･
　熊本出身の中山千夏
さんが世界を旅してつ
くられた絵本です。

陽だまり川柳 君の瞳（め）に
　　ずっとかがやけ　キラキラ星

　10 月は、６月に植えた芋ほりをしまし
た。その後、ナンシー講座で「インフルエ
ンザ」についてお話を聞きました。

　渡保育園の消防署依頼「避難訓練」に参
加しました。地震から火災の想定で赤ちゃん
はおんぶ、そしてプレママも参加しました。

　「第２回子育てひろば」。今回は、〝おや
つ作り〟をテーマに３種類のおやつを作り
ました。わいわいとにぎやかにおいしそう
なおやつが出来上がっていました。

≪ふれあいまつり≫
　たくさんの方にご利用いただきました。
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社会福祉協議会

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々
か
ら

香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切
に
役
立
て
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　
　
　
　

 
（
十
月
分
）

○ 

東　
　
　

チ
ヅ　

様
（
故　

良　

則
）

○ 

中
矢
野　

信
悟　

様
（
故　

大　

起
）

○ 

大
槻　

ル
イ
子　

様
（
故　

ユ
キ
エ
） 

寄
せ
ら
れ
た
善
意

香典返し

心配ごと相談
気 軽 に 相 談 を

　生活する上での様々な悩みや問
題等ありましたら、気軽に相談く
ださい。種々の関係機関と連携を
とりながら、解決へのアドバイス
をいたします。
☆�相談日　毎月第４金曜日
☆�時　間　午前９時～１２時
☆�場　所　高齢者生活福祉
　　　　　�センター「せせらぎ」
☆�問合先　☎３２−００２２

や
さ
し
い
心
に
つ
つ
ま
れ
て

　

今
年
は
、
全
国
的
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
叫
ば
れ

心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
村
内
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
の

協
力
を
得
て
、
街
頭
募
金
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
、
球
磨

村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の
皆
様
に
も
街
頭
募
金
や
会

場
内
で
の
清
掃
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
供
達
や
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
元
気
で
明
る
い

笑
顔
や
一
生
懸
命
な
募
金
の
呼
び
か
け
に
、
皆
様
の
優
し
い

心
が
重
な
っ
て
、
温
か
い
善
意
が
、
た
く
さ
ん
集
ま
り
ま
し

た
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
街
頭
募
金
が
、
十
月
十
七
日
と
十
八

日
の
両
日
、『
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
』
の
会
場
で
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

２日間の街頭募金ご協力団体
ボランティア協力校（村内　全小・中学校）
球磨村ボランティア連絡協議会
その他のボランティア
本部テント

１３０，７４４円

ふれあい祭りの時に、球磨村文化協会の方
によるオークションが実施されました。
その時の収益の一部を共同募金の方へご寄
附いただきました。

６，５５１円

　今年は、ふれあい祭りの間、球
磨村ボランティア連絡協議会の事
業の一環として清掃ボランティア
活動を行ないました。
会員の皆様、お疲れ様でした。

椎茸の効能
　最近多くのきのこが市場に出回るようになってき
ましたが、今回は椎茸を取り上げてみました。

　などのようにいろんな効能があります。ぜひ、毎日少しずつ摂って
ほしい食材です。

　最後に生椎茸を使う 30 分以上前に、ヒダを上にして日光に当てて
調理をすると、椎茸に含まれているビタミンＤが増えます。このビタ
ミンＤはカルシウムの吸収を助け、骨を丈夫にしてくれる作用がある
のです。ですから、少しでも良いので太陽に当てて使ってみてください。

ガン作用
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青年団活動の記録

（Blue Halcyon Times）

　　毎年の青年団活動事業で行っています、クリスマスイヴの日に「クリスマスサンタ大作戦」を今年も
　下記のとおり開催します。今年も青年団サンタがたくさんのプレゼントと笑顔をお届けします！

《内　　容》　 青年団員がサンタクロースの格好をして各家庭をまわり、子ど
も達にお菓子などをプレゼントします。

　　　　　　（ プレゼントはご家庭で用意されたものでもＯＫです。ご要望
に応じます。）

《日　　時》　平成 21 年 12 月２４日（木）　　午後 6 時頃〜
《対　　象》　村内の小学生未満
《申込方法》　 青年団事務局（内布）まで電話またはメールでご連絡ください。
　　　　　　締め切りは、12 月１１日（金）までです。
　　　　　　※応募多数の場合は先着順とさせていただきます。
　　　　　　（サンタ専用メール）ｓａｎｔａ２００９＠ｋ‐ｙｐａ . ｎｅｔ
◆問い合わせ先　ＴＥＬ　３２−１１１２　　ＦＡＸ　３２−１２３０

〜きっとあなたは☆青年団☆というファンタジーな世界のとりこになるはず！〜

青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
ちょっとでも興味持たれた方、ぜひどうぞ！手軽にホームページからＯＫです

　　　　（パソコン）http://k-ypa. net/　　（携帯電話）http:/ /k- ypa.net/i/

クリスマスサンタ大作戦!!

ご応募

　お待ちしてお
ります！

「とくする商品券」を販売します
10,000円で12,000円のお買物ができる !!

　村内の購買促進と地域活性化を図ることを目的に２割お得な「とくする商品券」を販売します。10,000 円の商品券を
買うと、12,000 円分のお買い物ができます。１世帯 50,000 円（５セット）まで購入でき、村内の事業所のみの使用となります。
販売期間は、１２月1日から１月３１日まで。詳細については次のとおりです。

特　　典／ 商品券の単位は 1,000 円とし、12 枚綴り 10,000 円
を１セットとして販売します。

販売期間／平成 21 年 12 月１日〜平成 22 年１月 31 日まで。
　　　　　（売り切れ次第終了）
販売場所／ 球磨村商工会、（有）久米商店、川野商店、ストアきくた

け、（合）愛甲商店、木屋商店、大岩石油ガス店、上原商店、
球磨村観光案内所、一勝地温泉かわせみ、球磨村森林組合

　　　　　ＪＡ球磨村、（有）日當産業

利用期間／平成２１年 12 月１日〜平成 22 年 2 月 28 日（日）まで
　　　　　（期間外についての払い戻しはしません）
利用可能な所／球磨村商工会会員、球磨村森林組合　　※利用のお店は上記の取扱店シールが目印です。

（問い合わせ先）球　磨　村　商　工　会　　　　　　　☎０９６６−２５−６６６０
　　　　　　　　球磨村役場　産業振興課　商工観光係　☎０９６６−３２−１１１４

球磨村プレミアム付商品券

とくする商品券
取　扱　店

〈球磨村消費拡大運動推進店です。〉
〈10,000円で12,000円のお買物ができます〉

ご利用期間　平成21年12月1日〜
　　　　　　平成22年2月28日

商品券が使えるお店の目印です
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　　　　　　　　　　　　　　　12 月 の 行 事 予 定 　 　（ 変更になる場合もあります ）

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
◆選挙管理委員会
（10:00〜　役場）

4
◆消防団全体訓練
　(19:00〜　運公）

5

6
◆ 消防ラッパ吹奏
競技大会
（ 9:30 須恵文化
ホール）

7 8
◆5才児発達相談
（13:00〜　渡多）

9 10
◆ 観光案内人発足式
 （14:00 やまなみ）
◆区長文書

11 12

13 14 15 16 17
◆1才7〜10ヶ月児
　健診
 （13:00〜 渡多）

18
◆ 年末年始の交通
事故防止運動　
〜１月３日まで

19

20
◆ 球磨一周市町村
対抗熊日駅伝大
会

21 22 23 天皇誕生日 24
◆3才6ヵ月児健診
 （13:00〜 渡多）

25
◆区長文書

26 

27 28
仕事納め式

29 30 31

みんなの
広　場

肥
後
狂
句

※［ 改セ ］ ；生活改善センター 、 ［ 渡多 ］ ；渡多目的集会施設 、 ［ 神多 ］ ；神瀬多目的集会施設 、 ［ やまなみ ］ 
［ 第一小 ］ ；一勝地第一小学校 、 ［ 第二小 ］ ；一勝地第二小学校 、 ［ 運公 ］ ；総合運動公園 、 ［ 球中 ］ ；球磨中学校 

；石の交流館「やまなみ」

こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
、
村
民
の
み
な
さ
ん
の

ペ
ー
ジ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

川
柳
、
俳
句
、
短
歌
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作　

冨
永
山や

ま
し
ゃ
く
や
く

芍
薬

仕
方
な
く　

あ
き
ら
め
て
夢
も
捨
て
た
の

小
旅
行　

ち
い
っ
と
ば
か
り
拗
ね
て
み
る

霧
の
中
か
ら　

サ
ー
チ
ラ
イ
ト
に
ゃ
た
ま
が
っ
た

作　

鳥 

飼 

竜り
ん 

胆ど
う

自
己
嫌
悪　

耳
も
段
々
遠
う
な
り

ま
す
ま
す
元
気　

悪
か
と
こ
切
っ
て
失
し
て
た

知
ら
ん
顔　

挨
拶
の
来
る
田
舎
道

作　

日 

當 

山 

岳

長
っ
尻　

風
呂
ま
で
入
っ
て
戻
ら
し
た

汗
ば
ん
で　

弁
解
し
よ
る
朝
戻
り

雨
に
も
負
け
ず　

小
中
高
と
無
欠
席

（
肥
後
狂
句
講
座
集
よ
り
抜
粋
）

心
う
き
う
き　

君
が
乗
っ
と
る
だ
け
で
い
い

面
白
さ　

一
寸
惚
れ
と
る
振
り
し
た
ら

感
激　

呼
び
捨
て
に
し
て
く
れ
る
彼

年 末 年 始 の 交 通 事 故 防 止 運 動 　 １ 月 ３ 日 ま で

年 末 年 始 の 交 通 事 故 防 止 運 動 　 １ 月 ３ 日 ま で
消 防 団 年 末 特 別 警 戒

村 議 会 定 例 会 （ 予 定 ）
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後

集
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10月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

11月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1 , 6 4 8   0 △８

人　口（人） 4 , 6 3 7   △   5 △   9 7

男　（人） 2 , 2 0 0   △   4 △   2 5

女　（人） 2 , 4 3 7   △   1 △   7 2

　

ひ
と
雨
ご
と
に
寒
く
な
っ
て
い

ま
す
ね
。
も
う
今
年
も
後
一
か
月

と
な
り
、
月
日
が
経
つ
の
も
早
く

感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
中
で
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で

す
が
、
本
村
に
お
い
て
も
例
外
で

な
く
、
学
級
閉
鎖
や
秋
の
恒
例
行

事
が
中
止
さ
れ
る
な
ど
影
響
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
月
号
の

表
紙
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
が
元

気
に
相
撲
を
と
っ
て
い
る
姿
を
見

る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ん
て
と

思
い
、
寒
さ
が
吹
っ
飛
び
ま
す
。

　

先
日
、
紅
葉
を
見
に
ち
ょ
っ
と

し
た
小
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
「
紅
葉
」
と
は
？

と
聞
い
た
と
こ
ろ
ズ
バ
リ
「
進
化
」

と
答
え
た
長
男
で
し
た
。
確
か
に

間
違
い
で
は
な
い
と
思
う
の
で
す

が
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
（
松　

祐
）

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

氏　

名

保
護
者

地　

区

大
黒　

優ゆ
づ
き月

哲
也

友　

尻

内
元　

旭
あ
さ
ひ

聖

山　

口

池
下　

輝き
ら
ら星

和
人

舟　

戸

長
船　

拳け
ん
し
ろ
う

志
郎

一
誠

茶　

屋

蔵
谷　

珠た
ま
み美

健

蔵　

谷

　
　
　

氏　

名

出
身
地

新
堀　

剛

錦　

町

水
篠　

恵
美

水　

篠

寿 ご
結
婚
お
め
で
と
う

生まれ育った郷土の自然を満喫

　神瀬小学校は、来年３月に閉校します。それに伴い、

同校と同校ＰＴＡでは、生まれ育った地域の自然や素晴

らしさを感じてほしいと、平成１６年３月に閉校した同

校の川島分校跡（現球磨村公民館川島分館）まで肥薩線

で白石駅から瀬戸石駅まで移動し、歴史のある渡し舟で

対岸に渡り、そこから約６㌔を元気に歩きました。

　参加した児童や教諭・保護者など約４０名

は、途中、足を止めて赤・黄・オレンジと色と

りどりに染まった山々をバックに記念撮影をし

たり、お茶を飲んだりしながらゴールを目指し

ました。

　川島分館に到着した一行は、レクレーション

などを楽しみまた、当時同分校の給食調理委員

だった大槻京子さんのシシ汁も食しました。

（写真：神瀬小学校提供）

〜　神瀬小学校閉校記念ハイキング　〜


